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脱炭素×観光による地域振興WG



観光WGの活動について（1/2）

WG承認年月 2023年9月

参加団体・個人

※敬称略、50音順（2026年１月現在27団体、個人8名）

 アイ・シー・ネット株式会社
 株式会社インアウトバウンド仙台･松島
 株式会社インプリージョン
 合同会社オトナリ
 郡山観光交通株式会社・孫の手トラベル
 コニカミノルタジャパン株式会社
 正林国際特許商標事務所
 住友商事株式会社
 大成建設株式会社
 大和田測量設計
 大和ハウス工業株式会社

活動経緯
（概要）

 2023年3月 プラットフォーム立ち上げ
 2023年6月 観光WGを設立準備
 2023年9月 観光WG設立
 2023年10月 定例報告（メール）
 2023年10月 WG内関係者ヒアリング（オンライン）実施
 2023年10月 総会参加（ポスターセッション参加、発表）
 2023年11月 定例報告（メール）
 2024年12月 定例報告（オンライン）※体制図の完成
 2024年1月 定例報告（オフライン小沢先生宅／オンライン）
 2024年3月 定例報告（オンライン）※PF方針可視化
 2024年3月 総会参加（ポスターセッション参加、発表）
 2024年3月 WG内交流会（東京）
 2024年4月 WG内notionによる情報管理開始（現在はクローズ）
 2024年9月 定例報告（オンライン）
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 福島民友新聞社
 富士通株式会社
 宮城大学
 株式会社JTB
 リクルート株式会社

 株式会社テレビュー福島
 獨協大学
 ならは未来・東日本国際大学
 日本エヌ・ユー・エス株式会社
 NPO法人バーチャルライツ
 HAMADOORI13
 株式会社バイオマスレジンホールディングス
 株式会社ふたば
 福島学院大学
 福島交通観光株式会社
 福島民報社

 2024年11月 東京電力訪問、浜通り自治体訪問
 2024年10月 メディアの実証実験開始
 2024年12月 観光WGアンケート実施
 2025年1月 自治体、福島観光物産交流協会訪問
 2025年1月 HAMADOORI13参加
 2025年2月 総会参加
 2025年4月 HAMADORI CIRCLE PROJECT 2025参加
 2025年6月 東京電力 福島第一原子力発電所 視察
 2025年6月 水素ツアー実施（孫の手トラベル様）
 2025年8月 メディア開発、取材開始
 2025年10月 ふくしま浜街道トレイル協業
 2025年10月 HAMADOORI CIRCLE 2025 in浜フェス参加
 2025年10月 東京大学 新領域創成科学研究科小林研究所協業
 2026年2月 実証ツアー／メディアとサービス公開



観光WGの活動について（2/2）

活動結果

【総括】WG活動を通じて、プラットフォーム内における企業間連携の促進や、浜通り地域におけるネットワーク構築および実績
づくりが進んだ。また、関係者へのヒアリングを重ねる中で、一般的な観光旅行よりも、まずは地域産業の支援や関係人口の増
加を目的とした視察・交流ツアーに高いニーズがあることが明らかとなった。

① 水素をはじめとした脱炭素・環境分野に関する法人向けツアーの事業展開を目指す。
プラットフォームのテーマである「浜通り×脱炭素・環境分野」に基づき、浜通り地域を中心とした法人向け視察・交流ツアーをメ
ニュー化、引き続き浜通りエリアおよび福島県内における実績の創出を図る。

② 地域単位で社会課題を紹介するメディアをリリースし、情報拡散および共創の創出を目指す。
プラットフォームのテーマである「浜通り×脱炭素・環境分野」をコンテンツテーマに包括するメディアを公開する。あわせて、企
業・人・プロジェクト間のマッチングや、実践的なワークの機会に対するニーズが確認されたことから、情報発信にとどまらない
共創支援を含む事業展開へと方向性を転換する判断に至った。

③次世代と共に考える、廃炉、中間貯蔵施設についてデジタルコンテンツツアーの実装を目指す。
廃炉や中間貯蔵施設など、浜通り地域が抱える社会課題について、地域内にとどまらず広域的な視点で捉え、検討・共有してい
く仕組みづくりに対して、地域から特に高いニーズがあることが明らかとなった。

今後の予定

【2026年度の目標・方向性・将来像】
 ①②についてはすでに実装済みであることから、今後はプラットフォームおよびWGの枠組みを活用し、事務局としてWGメ

ンバーへの継続的な情報提供を行う。あわせて、ツアー企画やメディア掲載等を通じて、より一層の連携強化と共創の創出
を目指していく。
③については、パートナーの東京大学と連携し、まずはフィールドワーク、ワークショップの実現に向けた具体的な取り組み
を進める。

【2030年度の目標・方向性・将来像】
 ①②については、事業化を目指すとともに、浜通りおよび福島県における取り組みを先行モデルとして確立し、その成果や

知見を整理・蓄積することで、他地域への波及効果が期待できる仕組みとして、国内外への横展開を図っていくことを目指
す。まちづくり分野では、検討した解決策について自治体・事業者へヒアリングを実施し、マッチングや受け入れ可能性、地域
課題との同時解決やコベネフィットの検討結果を取りまとめる。

 ③については、浜通りおよび福島県を起点に、社会課題解決の先行モデルを確立し、産学官・地域が連携する共創プラット
フォームとして国内外へ展開する。あわせて、浜通り地域を実証・検証・人材育成が循環する「研究フィールド」として位置づ
け、大学・研究機関・企業が継続的に関与する仕組みを構築することで、地域課題を広域的に捉えた知見の創出と社会実装
につなげていく。
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【脱炭素×観光による地域振興WG】

参加団体等による
脱炭素製品・サービス提案一覧



WGが提案する施策
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観光・情報分野における脱炭素に貢献する製品・サービスについて、 「WG参加団体等による脱炭
素製品・サービス提案一覧」としてとりまとめました。

主要な地域課題

 取り組まれている先進的な
脱炭素施策や最先端事業に
ついて、その価値や成果の
認知が限定的

 浜通り特有の社会課題につ
いて、地域内にとどまらず、
地域外の企業・研究機関な
どと議論する機会が少ない

 地理的条件やアクセス面の
制約により、現地訪問の
ハードルが高い

 浜通りから広域に向けた継
続的な情報発信・拡散の仕
組みが十分に整っていない

 宿泊施設や交通手段など、
受け入れ環境（インフラ）が
発展途上にある。

実装

対応する脱炭素方策

 浜通りで進められている先進
的な脱炭素施策や最先端事業
について、事例や成果を体系
的に整理し、分かりやすく発信
する

 浜通り特有の社会課題をテー
マに、地域外の企業・研究機
関・人材も参加可能な共創の
場を設け、広域的な議論と連
携を促進する。

 現地訪問が難しい層に向けて、
オンライン視察やハイブリッド
型プログラムを活用する。

 視察・交流ツアーやワーク
ショップ等を通じて、浜通りか
ら国内外へ向けた継続的な情
報発信・拡散を行う。

実証実験＜提案・アイデア＞

①水素をはじめとした脱炭素・環境分野に関す
る法人向けツアーの事業展開を目指す

②地域単位で社会課題を紹介するメディアをリ
リースし、情報拡散および共創の創出を目指す

③次世代と共に考える、廃炉、中間貯蔵施設につ
いてデジタルコンテンツツアーの実装を目指す。

想定される課題

•浜通り地域における脱炭素施策や先進事業の情報が多岐にわたり、整理・体系化
に一定の時間と労力を要する可能性がある。
•地域外の企業・研究機関・人材との継続的な関係構築に向けて、参加動機や関与
の深度にばらつきが生じる可能性がある。
•視察・交流プログラムの企画・運営において、受け入れ側の人的・時間的リソース
に負荷がかかる可能性がある。
•宿泊・交通等の受け入れ環境が十分に整っていない中で、参加者満足度の確保
が課題となる可能性がある。
•情報発信やメディア運営を継続していくための体制・コストの確保が必要となる。
•事業成果（共創・脱炭素効果等）を定量的に示す指標設定が難しい可能性がある。



提案一覧

企業名 所在地 提案概要 詳細

合同会社オトナリ 東京都調布市
住友商事東北株式会社は、住友商事グループの東北拠点として、エネルギー、食料、金属、インフラ、流通など幅広い分野で事業を展開。地域企
業や自治体と連携し、東北の産業振興と持続的な地域発展に貢献しています。

P8
P9

住友商事東北株式会社 宮城県仙台市
住友商事東北株式会社は、住友商事グループの東北拠点として、エネルギー、食料、金属、インフラ、流通など幅広い分野で事業を展開。地域企
業や自治体と連携し、東北の産業振興と持続的な地域発展に貢献しています。

P10
P11

株式会社JTB福島支店 福島県福島市
JTBグループは、旅行・MICE事業を通じて脱炭素社会の実現に取り組んでいます。「CO₂ゼロ旅行®」では、移動や滞在に伴うCO₂排出量を
可視化・オフセットし、地域の環境価値向上と持続可能な観光・交流を推進しています。

P12
P13

郡山観光交通株式会社 福島県郡山市
タクシー・観光バス・福祉輸送などを展開する山口タクシーグループの中核企業で、郡山市を拠点に県内一円をカバーする交通事業者です。
1967年設立、地域密着型のサービス網を強みに、多様な旅客輸送と関連事業（運送業・小売業・旅行業・飲食業お）を手がけています。

P14

株式会社孫の手 福島県郡山市
2008年設立。郡山観光交通（山口タクシーグループ）から生まれた地域密着型の旅行会社で、自宅送迎付きツアーやフードキャンプなど独自
の体験型旅行を企画・運営しています。福島の食・自然・文化の魅力を伝える事業から生まれた直営レストラン「Best Table」、「水素ツーリズ
ム」を核とし企業団体向け研修ツアー等も展開しています。今後は地域誘客事業として訪日外国人の受け入れにも力を入れていきます。

P15
P16

株式会社ふたば 福島県富岡町
昭和４６年創業。社会資本に関するコンサルティング等を実施。福島において、従来の社会資本整備調査に関する測量・設計に加え、まちづく
り、森林調査、遺跡・文化財調査等の取組を実施してきた。今後も様々な分野の技術提供を通じて「社会コンサルタント」を目指しながら、復興
へ貢献してまいります。

P17
P18

※企業名50音順
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【合同会社オトナリ】share local stories 共感でつながるストーリーが、地域の資産になる
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「SHARE LOCAL STORIES」は、地域からの情報発信をサポートするプラットフォームです。
魅力ある地域資源の発掘や、人・企業・プロジェクトとのマッチングを支援します。
まだ知られていない地域の魅力を「ストーリー」として届け、共感を生み、拡散へとつなげていきます。

①事前 ②実施 ③事後

イベント、ツアーの企
画、告知

イベント、ツアー関連
の記事作成、掲載

イベント、ツアーの実
施

マッチングイベントの
実施

イベント、ツアーの体
験レポート掲載

マッチング推進（初回
商談設定）→成立

①国内外のトレンドに敏感な“アーリーアダプター”層に届ける、
ターゲットのライフスタイルや価値観に寄り添い、感性・社会性・先進性を
意識した地域記事（ストーリー）を作成、情報拡散する。

②ストーリーを地域の資産として、人・企業・プロジェクトのマッチングを
うながすための、イベント（オンライン・オフライン）を開催する。

｜share local storiesのビジョン
地域単位の情報発信

地元の自治体・企業・団体と連携し、
講演会・ツアー・ワークショップ企画を実施

広域に向けた情報発信やマッチングをサポート

社会課題
環境課題

AIをはじめ
最新技術

新しい
ライフスタイル



【合同プロジェクト】
廃炉および中間貯蔵に関する経験の継承ー 次世代と考える記憶のデジタルコンテンツツア―
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東京大学新領域創成科学研究所小林研究所 × 合同会社オトナリ

大成建設株式会社 × コニカミノルタジャパン株式会社

本プロジェクトでは、廃炉および中間貯蔵の現場や関係者や地域の声を起点に、次世代が自ら問いを立て、対話と探究を通じて「経験」
を再解釈する機会を創出する。フィールドワーク、ワークショップ、成果発信を組み合わせ、記憶を一過性の学びで終わらせず、未来に
引き継ぐための表現と仕組みを共に考える。

①プロジェクトの立
案

②次世代関係者への
ワークショップを実
施

③レポート発表・意見
交換

④記憶のコンテンツ
の企画・作成

【プロジェクト立案】東京
大学新領域創成科学研
究所小林研究所 × 合同
会社オトナリ

【ワークショップ実施】合
同プロジェクトチーム

【発表、意見交換実施】合
同プロジェクトチーム

【開発実施】合同プロ
ジェクトチーム

県内外の学校や団体な
ど、次世代が参加

県内外の学校や団体な
ど、次世代が参加

県内外の学校や団体な
ど、次世代が参加

・プロジェクト立案
ープロジェクトの目的
ープロジェクトシナリオ作
成
ーターゲット、参加者設計

・ワークショップの開催
・ワークショップの記録
・次世代のリアルな声収集
・参加団体の評価・反応

・ワークショップの分析レ
ポート作成
・次世代にむけた意見交換
や発表会の実施

・コンテンツ企画
・コンテンツ開発
・プロジェクト進捗報告

東京大学大学院新領域創成科学研究科・小林研究所
は、環境・情報・空間科学を融合した研究を推進して
います。地域課題の解決や社会実装を見据えた研究
を行う研究室です。産学官連携やフィールド型研究
にも取り組でいます。

｜東京大学大学院 小林研究所について

福島県新地町での地域共創プロジェクト
東京大学大学院新領域創成科学研究科は、福島県浜通り
地域（相馬郡新地町）を拠点に、産学官・地域住民が協働
する持続可能なまちづくりへの取り組みを進めています。
この事業は、福島イノベーション・コースト構想推進機構
の支援のもと、2018年度から「公・民・学共創による持
続可能まちづくりを通じた復興知人材育成事業」として
展開されています。さらに、2023年度からは東京大学
消費生活協同組合と連携し、福島産直フェア（新地町の
農林水産物を紹介・体験するイベント） を開催するなど、
地域の魅力を発信する取り組みも行われています。



【住友商事東北株式会社】住友商事グループのカーボンニュートラル
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https://www.canva.com/design/DAFysGqr4V0/myMSm7MWWqFFHzYLRk_qXQ/view?utm_content
=DAFysGqr4V0&utm_campaign=designshare&utm_medium=link&utm_source=editor#1

太陽光

省エネ

蓄電池

EV関連

水素

コンサルティング

証書・クレジット

サーキュラーエコノミー

そのほか

https://www.canva.com/design/DAFysGqr4V0/myMSm7MWWqFFHzYLRk_qXQ/view?utm_content=DAFysGqr4V0&utm_campaign%20%20=designshare&utm_medium=link&utm_source=editor#1
https://www.canva.com/design/DAFysGqr4V0/myMSm7MWWqFFHzYLRk_qXQ/view?utm_content=DAFysGqr4V0&utm_campaign=designshare&utm_medium=link&utm_source=editor#4
https://www.canva.com/design/DAFysGqr4V0/myMSm7MWWqFFHzYLRk_qXQ/view?utm_content=DAFysGqr4V0&utm_campaign=designshare&utm_medium=link&utm_source=editor#5
https://www.canva.com/design/DAFysGqr4V0/myMSm7MWWqFFHzYLRk_qXQ/view?utm_content=DAFysGqr4V0&utm_campaign=designshare&utm_medium=link&utm_source=editor#6
https://www.canva.com/design/DAFysGqr4V0/myMSm7MWWqFFHzYLRk_qXQ/view?utm_content=DAFysGqr4V0&utm_campaign=designshare&utm_medium=link&utm_source=editor#7
https://www.canva.com/design/DAFysGqr4V0/myMSm7MWWqFFHzYLRk_qXQ/view?utm_content=DAFysGqr4V0&utm_campaign=designshare&utm_medium=link&utm_source=editor#8
https://www.canva.com/design/DAFysGqr4V0/myMSm7MWWqFFHzYLRk_qXQ/view?utm_content=DAFysGqr4V0&utm_campaign=designshare&utm_medium=link&utm_source=editor#9
https://www.canva.com/design/DAFysGqr4V0/myMSm7MWWqFFHzYLRk_qXQ/view?utm_content=DAFysGqr4V0&utm_campaign=designshare&utm_medium=link&utm_source=editor#11
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【住友商事東北株式会社】住友商事グループのカーボンニュートラル
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【株式会社JTB】CO₂ゼロ旅行®
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各社の製品・サービス等

CO₂ゼロ旅行®(※1)は、旅行中に排出するCO₂をＪ－クレジット制度(※2)を活用することで実質ゼロにするものです。

CO₂の排出は、国連が定めたSDGsの取り組みからもわかるように、今や世界的に大きな問題です。

｢次世代を担う子どもたちのために、少しでも美しい地球を残したい｣そんな思いからこのプログラムは生まれました。

気候変動への具体的な取り組みとして…その第一歩として、 CO₂ゼロ旅行®を活用してみませんか？



【株式会社JTB】CO₂ゼロMICE®
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【郡山観光交通株式会社】
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グループの総合力で
ワンストップサービスを

貸切バス

◆“地域密着”の経営理念のもとに地域と共に発展し続ける。

山口タクシーグループ

一般乗用旅客
自動車運送業

郡山観光ﾀｸｼｰ

白河タクシー

三春タクシー

介護福祉事業

ケアステーショ
ン孫の手

一般貸切旅客
自動車運送業

郡山観光バス

飲食事業

Best Table

Food Camp

旅行事業

孫の手トラベル

一般貨物自動
車運送事業

郡山観光運輸

小売業

ワイエス

カンパニー

（セブンイレブン)
一般タクシー

貸切ハイヤー：アルファード 貸切ハイヤー：MIRAI



【株式会社孫の手（孫の手トラベル）】地域のめぐみで、笑顔をつなぐ
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アウトドアレストラン事業
Food Camp®

トラベル事業
孫の手トラベルバスツアー

飲食事業
旬のベジカフェバルBest Table®

地域誘客事業
水素ツーリズム®/インバウンド

地域交通事業
定額タクシーヤマグチくん

2008年
孫の手トラベル設立。旅行業開始。
2015年
アウトドアレストラン事業開始（FoodCamp）
2016年
レストラン事業開始（Best Table）
2018年
「新しい東北」産業復興事例 復興大臣顕彰
2018年
定額乗り放題タクシー 国交省社会実験実施
2019年
第７回グッドライフアワード環境大臣賞優秀賞
2024年
地域誘客事業開始（インバウンド事業含む）



【株式会社孫の手（孫の手トラベル）】地域のめぐみで、笑顔をつなぐ
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【株式会社ふたば】森林調査・測量 UAVを活用した効率的な調査①
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【株式会社ふたば】森林調査・測量 UAVを活用した効率的な調査②
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